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ち
さ
と 

ハ
リ
ヨ
っ
子 

今
回
久
保
田
和
喜
さ

ん
か
ら
、
中
川
に
つ
い

て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
▼
各
世
代
に
よ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
思

い
出
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
昭
和

三
十
年
代
は
、
川
で
洗

い
物
を
し
た
り
、
水
遊

び
を
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
護
岸
が
整
備
さ

れ
る
前
は
、
あ
ち
こ
ち

で
木
の
板
の
橋
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
メ
ダ

カ
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
川
の
西
と

東
の
対
抗
で
野
球
の
試

合
も
し
ま
し
た
▼
し
か

し
、
高
度
経
済
成
長
に

伴
い
、
い
つ
の
間
に
か

汚
れ
た
川
に
な
っ
て
、

い
や
、
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
こ
れ
で
は
い
け

な
い
」
と
「
中
川
を
守
る

会
」
が
で
き
、
浄
化
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
▼
子

孫
に
ど
ん
な
川
を
残
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

そ
れ
は
今
の
大
人
の
責

任
で
す
よ
ね
。 

 

８
月
１５
日
午
後
７
時
１５
分
阿

弥
陀
寺
の
住
職
の
読
経
に
よ
り

「
地
蔵
菩
薩
盆
供
養
法
要
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

  

来
賓
・
自
治
会
長
、
一
般
の
お

焼
香
が
あ
り
、
当
番
の
大
興
自
治

会
長
の
挨
拶
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
雨
の
た
め
太
鼓
の

奉
納
は
な
く
、
鈴
虫
の
音
が
耳
に

残
り
ま
し
た
。 

 

浴
衣
を
着
た
女
の
子
が
、
大
人

の
踊
り
を
見
な
が
ら
踊
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。 

商
工
会
に
よ
る
大
盛
り
上
が

り
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
終
わ
り
、

参
加
賞
を
も
ら
っ
て
終
わ
り
と

な
り
ま
し
た
。 

 

８
月
１３
日(

日)

午
後
７
時
半

か
ら
表
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
で
、
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
約
３５０
人
の
参
加

者
で
賑
わ
い
、
老
若
男
女
が
踊
り

の
輪
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

曲
は
、「
春
駒
」
や
「
か
わ
さ
き
」

「
炭
坑
節
」「
垂
井
音
頭
」
な
ど
で

す
。
最
初
は
な
か
な
か
踊
り
の
輪

が
広
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次

第
に
踊
る
人
が
増
え
、
最
後
は
、

踊
り
の
輪
が
三
重
、
四
重
に
も
な

り
ま
し
た
。 

大
盛
況
だ
っ
た
盆
踊
り 

  

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 

2017年9月1日 
表佐まちづくり協議会 
垂井町表佐1723-1 
Tel・Fax22-1011 
Mail:osakou@town
.tarui.lg.jp 

広報部会 

 

一
家
そ
ろ
っ
て
お
詣
り
さ
れ
る

姿
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。 

 

８
月
１１
日(

金)

「
表
佐

祖
先
同
胞
物
故
者
及
び

戦
没
者
追
弔
法
要
並
び

に
例
祭
」
が
三
共
自
治
会

の
担
当
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

「
英
魂
碑
」
と
い
う
以

前
の
呼
び
方
の
方
が
な

じ
み
深
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

午
前
十
時
か
ら
、
表
佐

七
ヶ
寺
の
お
寺
さ
ん
の

読
経
と
表
佐
の
団
体
の

長
や
遺
族
の
方
の
お
焼

香
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

夕
方
か
ら
一
般
の
方

の
お
詣
り
で
す
。
中
川
沿

い
の
提
灯
に
灯
が
入
り
、

一
種
独
特
の
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
ま
す
。 

祖先・戦没者を偲ぶ 

 

 

 

 ８月６日(日)は、町内一斉の

美化デーでした。それぞれの自

治会で工夫された美化活動が実

施されました。また、各自治会

から３名の方に出ていただいて

中川の清掃も行われました。防

災訓練も併せて実施した自治会

もありました。 

年１回の美化デーは環境改善

につながり、さらに各自治会の

貴重な集まりの場になっている

のではないでしょうか。 

 行政ではなければできないこ

とはありますが、私たちのまち

は、まずは私たちの手できれい

にしたいですね。 

 美化デーは毎年８月の第１日

曜日です。 

千里橋から下流 

在原自治会 

地
蔵
院
例
祭 

  

同
胞
碑 

殉
国
碑 
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表佐祭日程 

神事例祭   9:00 常夜灯 

9:20 圦之宮神明神社 

9:55 若宮八幡神社 

10:30 朝日神明神社 

11:05 勝神社 

11:40 六社神社 

12:15 比女神社  

子どもみこし 10:00～13:00(雨天中止)  

習南・福寿・共栄・大興 

天王・若宮・東和・昭和・朝日 

表佐太鼓踊り 15:00～17:00  

保育園園庭(雨天表佐小体育館) 

表佐踊り   19:00～21:00  

保育園園庭(雨天中止)  

途中より仁輪加行列、子どもみこし、

作りみこし、ハロウィーン行列 

 

詳しくは回覧で！ 

 

ち
さ
と
子
ど
も
教
室
が
で
き
た
の
は
、

学
校
が
週
五
日
制
に
な
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
」
を
ね
ら
い
「
垂
井
町
地
域
子
ど
も
教

室
推
進
事
業
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
、
さ
つ
ま
い
も
の

苗
植
え
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
、
科
学

教
室
、
工
作
教
室
、
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
、

茶
道
教
室
な
ど
多
彩
な
活
動
を
仕
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
今
の
大
人
が
、
子
ど
も

の
と
き
伝
え
ら
れ
た
こ
と
―
畑
、
工
作
、

遊
び
、
お
寺
…
…
、
い
わ
ば
表
佐
の
「
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
」
に
関
わ
る
こ
と
を
通

し
て
、
表
佐
の
こ
と
を
知
り
、
体
験
し
、

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
に
ま
た
伝
え
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
願
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。 

教
室
の
内
容
に
は
、
小
さ
い
子
に
は
難

し
い
こ
と
も
あ
り
、
訳
の
分
か
ら
な
い
ま

ま
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

体
験
は
大
き
く
な
っ
て
か
ら
き
っ
と
役

立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
大
人
と
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
災
害
が
あ
っ
た
と
き
、
知

っ
て
い
る
大
人
が
い
る
こ
と
は
子
ど
も

に
と
っ
て
安
心
感
に
つ
な
が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
は
、
世
代
の
つ
な
が
り

と
と
も
に
、
お
世
話
を
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
、
成
長
し
て
い
く
姿
が
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
。 

後
期
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年

も
し
め
縄
や
門
松
づ
く
り
、
料
理
教
室

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

太
鼓
を
た
た
く
動
機
を
尋
ね
る
と
、

小
学
校
か
ら
経
験
し
て
い
る
多
和
田

さ
ん
は
「
表
佐
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
た

い
」
、
中
国
か
ら
表
佐
に
来
た
銭
さ
ん

は
「
中
国
人
は
初
め
て
だ
か
ら
」
、
百

武
さ
ん
は
「
た
た
い
て
い
る
と
こ
ろ
が

か
っ
こ
い
い
か
ら
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

指
導
は
多
和
田
賢
さ
ん
と
小
野
潔

さ
ん
。
「
技
術
は
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
今
な
ら
体
が
覚

え
る
。
こ
れ
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
や

る
き
っ
か
け
に
な
る
。
表
佐
の
一
員
と

し
て
伝
統
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
」
と
期
待
を
寄
せ
て
み
え
ま
し
た
。 

表
佐
ち
さ
と
子
ど
も
教
室 

表
佐
の
「ひ
と
・
も
の
・こ
と
」に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
れ
よ
う 

 

表
佐
太
鼓
踊
り
保
存
会 

中
学
生
の
部 

 

伝
統
を
引
き
継
ぐ
中
学
生 

今
年
頑
張
っ
て
い
る
の
は
、
多
和
田

凱
十(

か
い
と)

さ
ん
、
銭
鵬
程(

せ
ん
ぺ

ん
ち
ぇ
ん)

さ
ん
、
百
武
孔(

こ
う)

さ

ん
。
３
人
と
も
中
学
１
年
生
で
す
。 

(雨天決行) 

今
た
た
け
る
の
は
「
打
ち
込
み
」
と

「
笹
の
葉
踊
り
」
だ
そ
う
で
す
。
デ
ビ

ュ
ー
は
今
年
の
表
佐
祭
り
。
小
学
生
と

は
ま
た
違
っ
た
太
鼓
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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表
佐
集
落
の
中
央
を
流
れ
て
い
る

中
川
を
探
索
し
ま
し
た
。 

 

今
か
ら
約
百
年
前
（
明
治
四
十
四
年

頃
）
、
地
区
内
の
地
主
さ
ん
達
が
発
起

人
と
な
っ
て
、
地
域
管
内
の
水
田
・
畑
・

山
林
（
竹
籔
）
・
雑
種
地
な
ど
、
約
四

百
町
歩
〔
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
〕
の
土
地

区
画
整
理
組
合
を
設
立
し
、
県
知
事
の

認
可
を
得
て
約
十
五
年
の
歳
月
を
費

や
し
、
人
力
で
難
工
事
を
施
工
し
完
成

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
小
作
農
家
が
多

か
っ
た
の
で
、
工
事
費
は
地
主
さ
ん
が

反
（
一
○
ア
ー
ル
）
当
た
り
平
均
六
十

円
を
負
担
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

さ
て
本
題
で
す
が
、
そ
の
耕
地
整
理

と
併
せ
て
、
水
田
の
用
水
の
必
要
性
か

ら
、
圦
之
宮
と
相
川
左
岸
の
平
田
に
貯

水
池
を
新
設
す
る
計
画
を
さ
れ
ま
し

た
。 現

在
の
新
相
川
橋
（
垂
井
～
養
老

線
）
附
近
か
ら
相
川
の
中
央
を
掘
削
し

て
、
松
材
を
組
合
わ
せ
た
ヤ
グ
ラ
を
埋

設
し
、
伏
流
水
を
取
り
込
む
マ
ン
ボ
を

設
け
、
そ
の
先
に
、
直
径
約
二
尺
（
八
十

糎
〔
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〕
）
の
土
管
を
約

百
米
〔
メ
ー
ト
ル
〕
埋
設
し
、
圦
之
宮
神

社
の
西
北
か
ら
境
内
の
地
下
を
通
り
、
東

南
の
所
に
赤
レ
ン
ガ
積
み
の
放
水
口
（
現

在
、
町
水
道
の
揚
水
ポ
ン
プ
場
附
近
）
を

造
り
、
圦
の
宮
池
（
山
田
川
方
面
）
・
平

田
池
相
川
左
岸
へ
通
水
す
る
よ
う
施
工

さ
れ
ま
し
た
（
大
正
四
年
）
。 

な
お
池
の
規
模
は
、
両
方
共
に
周
囲
約

三
十
米
（
十
五
間
）
、
水
深
は
約
六
米
（
二

十
尺
）
の
石
積
み
の
四
角
い
池
で
し
た
。 

用
水
路
は
宅
地
化
が
進
み
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
板
で
伏
せ
越
し
さ
れ
た
と
こ

ろ
が
多
く
見
分
け
づ
ら
い
で
す
が
、
不

破
中
道
（
歩
道
橋
北
詰
）
東
側
か
ら
郷

鉄
工
所
東
側
、
ト
ス
テ
ム
〔
現
リ
ク
シ

ル
〕
の
南
側
を
経
て
、
大
門
自
治
会
内

を
南
下
東
流
。
も
う
一
方
は
、
六
本
松
・

鐘
鑄
場
・
一
色
か
ら
表
佐
小
東
側
～
勝

神
社
西
側
を
南
下
し
、
公
民
館
〔
現
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〕
駐
車
場
の
西
北

附
近
で
〔
大
門
自
治
会
を
経
由
し
て
き

た
用
水
路
と
〕
合
流
し
、
中
川
を
形
成

し
て
い
ま
す
。 

 

五
月
～
十
月
迄
〔
ま
で
〕
は
、
水
田
の

用
水
と
し
て
一
番
圦
（
大
門
橋 

薬
師
寺

北
西
）
水
深
一
米
～
一
米
五
十
糎
で
夏
は

子
供
達
の
水
泳
場
）
、
二
番
圦
（
常
夜
灯

下
流
）
、
三
番
圦
・
四
番
圦
・
五
番
圦
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）
で
水
を
堰
止
め
て
、

灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
湯
壺
・
泉
口
・
竹
田
町
や
相

川
東
の
姫
ケ
井
な
ど
の
湧
水
を
利
用
し

た
水
田
も
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
「
表
佐

地
区
略
図
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

近
年
は
西
濃
用
水
事
業
が
施
行
さ
れ
、

用
水
に
は
心
配
な
く
、
農
家
は
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。(

し
か
し
冬
期
は
通
水
が

止
ま
り
ま
す
の
で
、
中
川
の
上
流
で
は
水

枯
れ
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。) 

  

〔 

〕
内
は
編
集
者
が
つ
け
ま
し
た
。 

ね
ば 

か
ん
が
い 

が 

ま 

表
佐
の
語
り
部 

 
中
川
源
流
探
訪
記 

 
 

 
 

 
久
保
田 

和
喜 

  

大門橋 

 湧水 

業平橋と常夜灯 

い
っ
し
き 

かねば 
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行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

木の実の飾り方講座 秋を感じながら素敵な飾りを 

９月 ６日（水） 14:00～16:00 表佐まちセン 

陶芸教室 自分の湯呑みや一輪挿しを自分の手で 

９月 ７日（木） 

  １４日（木） 

  ２１日（木） 

  ２８日（木） 

 

19:30～21:30 

※１１月まで

全８回 

 

表佐まちセン 

小学校運動会 がんばっている子どもたちの応援を！（雨天17日） 

９月１６日（土） 8:30～15:00 表佐小学校グラウンド 

農道修理 秋の収穫前に道路を整備します 

９月２４日（日） 8:00～10:00 各地区担当場所 

ちさと子ども教室 さつまいもの収穫  

みんなで楽しくいもほりをしよう 

９月２３日（土） 9:30～12:00 表佐小南畑 

９・１０月の行事・講座 

表佐祭 表佐最大のイベント！親戚の人も一緒に 

１０月 １日（日） ２ページ参照 表佐保育園園庭 

陶芸教室 

１０月 ５日（木） 

   １２日（木） 

１９日（木） 

 

19:30～21:30 

 

表佐まちセン 

表佐地区町民体育祭（雨天中止）競技と応援で参加を！ 

１０月８日（日） 8:30～14:50 表佐小グラウンド 

キンボール 直径１２２㎝のボールを使っての屋内競技 

１０月１４日（土） 

   ２１日（土） 

   ２８日（土） 

 

19:30～21:30 

 

表佐小体育館 

剪定教室 松などの剪定技術を実地で学びます（後日募集） 

１０月１４日（土） 10:00～ 表佐まちセン他 

手芸教室 手編みの円座と干支の編みぐるみを作ります（後日募集） 

１０月２１日（土） 14:00～ 表佐まちセン 

ちさと子ども教室 グランドゴルフ教室 

１０月２１日（土） 9:30～12:00 相川河川敷 
 

大
正
琴
の
同
好
会
で
す
。 

大
正
琴
は
文
字
通
り
大
正

時
代
に
発
明
さ
れ
た
楽
器
で

す
。
比
較
的
簡
単
に
演
奏
で
き

る
の
で
、
他
の
楽
器
を
触
っ
た

こ
と
が
な
く
て
も
入
り
や
す

く
、
大
正
琴
か
ら
他
の
楽
器
に

も
広
が
り
ま
す
。 

岐
阜
県
で
も
約
１
万
人
の

人
が
大
正
琴
に
親
し
ん
で
い

ま
す
。 

ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ナ

ー
・
ベ
ー
ス
の
４
種
類
が
あ

る
た
め
、
表
現
の
幅
が
広
が

り
、
自
分
に
合
っ
た
パ
ー
ト

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
ハ
ワ
イ
と
グ

ア
ム
で
も
演
奏
さ
れ
て
い
ま

す
。 演

奏
す
る
中
で
、
仲
間
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

広
が
り
、
友
達
が
で
き
、
ぼ
け

防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
紹
介 

親
し
み
や
す
い
大
正
琴 

第
一
千
里
会 

 

９・１０月の休館日 

９月 ５日（火） 

  １２日（火） 
  １９日（火） 

  ２０日（水） 
  ２４日（日） 
  ２６日（火） 

 

取
り
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
ま
し

た
。 ８

月

２７

日
は
西
濃
大

会
で
し
た
。 

７
月
２２
日
に
東
京
の
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た「
平
成
２９
年

度
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬

成
大
会
」
に
表
佐
剣
道
少
年
団

の
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

国
か
ら
９９２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

結
果
は
、
１
回
戦
で
埼
玉
の
毛

呂
山
剣
有
会
Ａ
に
敗
退
し
ま

し
た
が
、
日
本
武
道
館
で
試
合

が
ん
ば
る
表
佐
の
子 

表
佐
野
球
少
年
団 

表
佐
剣
道
少
年
団 

１０月 ３日（火） 

   １０日（火） 
   １１日（水） 
   １５日（日） 
   １７日（火） 
   ２４日（火） 

   ３１日（火） 

 

が
で
き
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。 

 ７
月
２２
日
に
滋
賀
県
の
姉
川
に
キ

ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。
魚
の
つ
か
み


